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単発の単行本をお願いしたのはこれが2冊目。
鹿島茂さんの『失われたパリの復元―バルザッ
ク時代の街を歩く』（2017年）に引き続き、今
回も19世紀フランスが舞台の本となりました。
200点以上の挿図が入りますので、まずは本

文の組みと図版の入り方を確認したく、数ペー
ジぶんの見本組をお願いしたところ、なんと4
パターンもつくってくれた。
①【四六判／1段／13Q】43字×17行（731

字）、②【A5判／1段／13Q】46字×19行（874
字）、③【A5判／1段／13.5Q】46字×19行
（874字）、④【A5判／2段／13Q】25字×20行
×2段（1000字）、この4案を著者にも見ても
らい、最も読みやすく見やすいということで③
を選択。

波江さん・日下さんコンビには「とんぼ
の本」で度々お世話になっておりますが、赤 カバーには、本書に登場する画家11名の肖

像写真を並べたいと申したところ、日下さんが
「それは地味やで」と言うので肖像写真案は表
紙にまわし、かわりに華やかさと「大人」な雰
囲気を合わせ持つ、マネ《フォリー =ベルジ
ェールのバー》を採用（私ごとで恐縮ですが、かつ
て「ビックリハウス」の日本パロディ大賞なるものに、

この絵のおねえさんをバニーガールにしただけの頓知の

かけらもない駄作で応募した黒歴史が）。
いまこれを書きながらふと、「19世紀フラン
ス3部作」というアイディアが浮かびました。
浮かんだばかりで3冊目はまだ影も形もありま
せんが、ブックデザインはお2人にお願いしよ
うと勝手に決定。

米谷一志 新潮社 芸術新潮出版室

カバーのデザインで苦労したのは、絵のトリミングでした。さまざまな
トリミングのパターンを作って検討。この絵は、背後の鏡に映る男性や
客席も大切な要素なので、バーコードやタイトルで隠れないように気を
つけました。表紙に11人の画家の肖像写真を並べるのは楽しかったです。
見返しの用紙（タント）の色で迷っていたところ、日下さんから「印象
派といえば水と空の色」と助言をもらい、見返しは青色に。（赤波江）
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説です。江戸の飼鳥屋で働くお遥を主人公に、
鳥をめぐるさまざまな謎が鍵となる物語が展
開されます。2022年に文庫書下ろしとして
出版企画がスタートし、BGXの赤波江春奈
さんに続刊含めた三巻の装丁を依頼しました。
イラストレーターの中島陽子さんには、こ

の小説作品のもつ柔らかみを装画で巧く表現
していただきました。人物に加え、鳥をどの
ように描いてデザインするかが難所だったと
思いますが、カナリア、ウグイス、スズメ、
オウムなど違和感なく絵に落としこんでいた
だきました。帯の表四にもさりげなく小鳥が
いたりして、可愛らしいデザインにしていた
だきました。

りあ堂迷鳥草子』は、作家・
和久井清水さんの初の時代小『かな

佐藤辰宣 講談社文庫編集部

を表現できたらと思い描きました。
打合せでは、佐藤さん・赤波江さんと3人

で人物像や着物、髪型などを話し合いイメー
ジを膨らませました。
コロナ禍の名残くらいのタイミングで1冊

目がスタートし、実際にお会いできたのは3
冊目のときでした。会えたときは本当に嬉し
かったです。お遥ちゃんが繋いでくれたご縁
のような気がしました。
ストーリーを読み解き装画を制作する。タ

イトルなどが入り表紙デザインが出来上がる。
丁寧に進む装画の仕事が私は大好きです。

のお遥ちゃんがとっても魅
力的なんです。その雰囲気主人公

イラストレーター 中島陽子

第1巻／2022年10月発売 第3巻／2024年3月発売第2巻／2023年10月発売

﹃
か
な
り
あ
堂
迷
鳥
草
子
﹄の
デ
ザ
イ
ン

和
久
井
清
水
　
講
談
社
文
庫

本文の描写を元に、着物の柄や髪飾りを考えたり、季節をどう
するか、なにか植物があった方がいいかなど、相談しながら作
る過程がたのしかったです。1巻ではまだ少女の顔だったお遥
が、3巻では大人っぽい表情をしているところが素敵です。時
代小説ですが、小鳥が出てきたり、主人公が若い女性というこ
とから、横組みのタイトルを試してみました。（赤波江）
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本誌は、先月号よりロンドンブックス（京都・嵐山）と
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90年代のものもあれば、古本で買い集めた60～80年代のものも。「少年
ジャンプ」黄金期、高校のクラスメイト皆が『ドラゴンボール』に夢中
になる中、メジャー誌にはない怪しげなオーラに惹かれ、こんな世界も
あるのか、と自分だけのひそかな発見をしたようで内心大得意だった。
本書は水木しげる、鈴木翁二、近藤ようこ、根本敬ら「ガロ」で活躍
したマンガ家をはじめ、なぎら健壱、大槻ケンヂ、実相寺昭雄ら様々な
表現者、編集者、評論家まで140人が、それぞれの立場から「ガロ」に
ついて綴っている。その影響力の強さに改めて感じ入る。
思えば、その頃ボクはちょっと無理をして「ガロ」を読んでいたので
は。自分にとって本当に面白いかどうかよりも、皆と違う本を読んでい
るという優越感にすがっていた。今開くと、なんともこそばゆい思いが
する。でも、自分が十代の頃にこういう雑誌があってよかったと思って
いる。

つて「月刊漫画 ガロ」を愛読していた。今はダンボール箱数箱
に詰めて実家に仕舞ってある。リアルタイムで毎月買っていたか

『ガロ』史編纂委員会編
『ガロ曼荼羅』

 TBSブリタニカ／1991年

London Books
616-8366　京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

日日読書
大西良貴
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おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。

互
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
点
で
『
悪
の

華
』
に
匹
敵
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。〉

〈
シ
ョ
パ
ン
を
語
り
な
が
ら
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
名
が

ご
く
自
然
に
ペ
ン
先
に
現
れ
た
こ
と
が
今
ま
で
に
何

度
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。（
略
）
完
璧
さ
へ
の
配
慮

は
似
通
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
美
辞
麗
句
や
誇
張
に

本
は
四
六
判
が
多
く
、
た
ま
に
A
5
判
（
マ
ン
ガ
の
単

行
本
な
ど
）
が
あ
る
。
版
元
が
決
め
た
サ
イ
ズ
に
し

た
が
う
こ
と
が
多
い
。
編
集
者
か
ら
判
型
を
相
談
さ

れ
る
機
会
は
少
な
く
は
な
い
が
、
変
型
を
提
案
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
や
っ
て
き
た
が
、

判
型
に
は
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
。
単
行

長
く

満
ち
た
表
現
、
演
説
じ
み
た
展
開
を
嫌
悪
す
る
。
し

か
し
、
と
り
わ
け
私
が
指
摘
し
た
い
の
は
、
両
者
に

見
ら
れ
る
意
表
を
つ
く
手
法
や
、
そ
の
た
め
に
用
い

ら
れ
る
並
外
れ
て
簡
潔
な
表
現
で
あ
る
。〉

〈
大
鍋
の
よ
う
な
、
単
に
音
が
出
る
道
具
を
使
っ
て

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
シ
ュ
ー
マ
ン
の
曲
を
弾
い
て
も
ど

う
に
か
な
る
も
の
だ
が
、
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
と
な
る

と
見
事
な
ピ
ア
ノ
で
し
か
演
奏
し
て
は
い
け
な
い
。

正
確
に
い
う
と
ピ
ア
ノ
は
過
剰
な
も
の
を
決
し
て
も

た
ら
さ
ず
、
み
ず
か
ら
完
結
す
べ
き
全
て
を
必
要
と

す
る
か
ら
だ
。〉

ま
ず
、
本
文
の
始
ま
り
と
本
文
の
見
開
き
。

（
つ
づ
く
）

調
べ
る
と
、
こ
の
本
はD

em
y octavo

（
2
2
1
ミ

リ
×
1
4
2
ミ
リ
）
の
よ
う
だ
。
い
く
つ
か
の
種
類
の

全
紙
か
らD

em
y

のoctavo

（
八
つ
折
り
／
16
頁
）。
前
々

回
の
『D

U
FY

』
の
左
右
は
ほ
ぼ
同
じ
。

編
訳
者
の
あ
と
が
き
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
中
野
真
帆
子

は
「
本
書
は
、
単
に
抽
象
的
な
作
曲
家
像
や
曲
の
解

釈
に
留
ま
ら
ず
、
奏
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
言
及

し
て
い
る
点
で
他
の
作
品
と
一
線
を
画
し
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。
解
説
の
青

柳
い
づ
み
こ
は
「
ジ
ッ
ド
は
多
く
の
作
品
の
分
析
を

試
み
て
い
る
が
、
演
奏
体
験
を
ふ
ま
え
て
い
る
た
め
、

紙
上
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
感
覚
的
な
領
域
に
ま

で
ふ
み
こ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
聴
き
手
や
弾

き
手
の
う
ち
に
沸
き
起
こ
る
感
覚
を
美
し
く
言
語
化

す
る
」
と
語
る
。

ジ
ッ
ド
の
言
葉
を
本
文
か
ら
い
く
つ
か
。〈
シ
ョ

パ
ン
よ
り
偉
大
な
音
楽
家
が
存
在
す
る
こ
と
は
疑
う

余
地
が
な
い
と
し
て
も
、
彼
ほ
ど
完
璧
な
音
楽
家
は

他
に
い
な
い
。
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

の
詩
作
同
様
、
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
傑
作

に
お
け
る
密
度
の
高
さ
や
内
容
の
濃
さ
、
作
品
が
相

日
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潤
一
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ラ
ン
ダ
ム
・
本
の
デ
ザ
イ
ン
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もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。関西のタウン情報誌
「プレイガイドジャーナル」の表紙、野外コンサート「春一番」
ポスター、『荷風と東京「断腸亭日乗」私註』（川本三郎 著）、絵
本『おとうさんのうまれた うみべのまちへ』など。

70
演する大阪のバンドのメンバーやった友達について
行った時、あそこにいてるバンド、東京から来てて
人気もあるらしいで、見てみ派手な格好して化粧ま
でしとるでぇ、と話していた。それが「RCサクセ
ション」の忌野清志郎だった。その後、彼らの「ス
ローバラード」や「トランジスタ・ラジオ」などを
聴いた時、もっと若かった頃を思い出して、胸がキ
ュンとなった。清志郎さんがそれから30年近くた
って「夢助」というアルバムを出した時もその中の
「花びら」という歌で僕はまた胸がキュンとなって
しまった。

年代の後半ごろ、場所は忘れたけれどどこ
かのロックコンサートの会場の楽屋で、出

森英二郎
思い出のクリフォード

忌野清志郎
Imawano Kiyoshiro
1951-2009

14
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さ
れ
、
手
術
す
れ
ば
治
る
と
診
断
さ
れ
た
ら
ど
う
す

る
か
。
そ
れ
も
延
命
治
療
か
、
と
肺
が
ん
の
権
威
で

あ
る
里
見
清
一
先
生
が
「
週
刊
新
潮
」
の
コ
ラ
ム

「
医
の
中
の
蛙
」
に
書
い
て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
医

療
費
の
爆
発
を
憂
う
里
見
先
生
に
し
て
、
悩
ま
し
く

思
い
な
が
ら
も
、
や
は
り
七
十
五
歳
を
基
準
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
わ
れ
る
。 

七
十
五
歳
な
ら
妥
当
と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
実
際
に
七
十
五
に
近
づ
き
、
七
十
五
を
超
え

つ
つ
あ
る
人
に
は
、
そ
れ
は
若
す
ぎ
る
、
と
不
満
だ

ろ
う
。
今
年
六
十
三
歳
の
里
見
先
生
に
し
て
も
、
十

年
後
も
七
十
五
歳
以
上
に
は
延
命
治
療
を
し
な
い
と

い
う
説
を
支
持
し
て
お
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
人
は
自

己
都
合
の
生
き
も
の
だ
か
ら
、
七
十
五
歳
が
す
ぐ
そ

こ
に
見
え
る
私
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
伸
ば
し
て
く
れ

な
い
か
、
と
人
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
。 

せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図鑑』シリーズ（岩波書店）。

「
国
立
臨
終
院
」
で
集
団
安
楽
死
は
ど
う
か
、
と
い

っ
た
の
は
山
田
風
太
郎
先
生
だ
っ
た
。 

女
性
の
閉
経
期
は
五
十
歳
前
後
だ
が
、
一
番
下
の

子
ど
も
の
成
長
を
見
届
け
、
孫
の
面
倒
を
数
年
間
見

て
六
十
五
歳
く
ら
い
で
死
ね
ば
十
分
だ
ろ
う
と
い
う

の
だ
。
男
の
場
合
は
ど
う
な
ん
で
す
？　

と
尋
ね
た

ら
、
男
に
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
「
閉
茎
期
」
が
、
と

七
十
二
歳
の
山
田
先
生
は
い
っ
た
。 

日
本
人
全
体
の
年
齢
中
央
値
は
四
十
八
歳
、
六
十

五
歳
以
上
が
全
人
口
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
三
千
六

百
万
人
超
、
人
類
史
上
未
踏
の
高
齢
化
集
団
だ
か
ら

医
療
費
は
際
限
な
く
膨
ら
み
、
い
ず
れ
健
康
保
険
は

破
産
す
る
。 

が
ん
は
お
も
に
「
老
化
」
で
発
病
す
る
。
細
胞
に

耐
用
年
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
老
人
に

は
、
一
回
何
百
万
円
と
い
う
高
価
な
抗
が
ん
剤
の
保

険
適
用
な
ど
の
延
命
治
療
を
や
め
、
痛
み
と
症
状
の

緩
和
の
み
を
行
う
大
転
換
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
も

自
然
な
流
れ
だ
。
し
か
し
延
命
か
緩
和
か
、
基
準
が

む
ず
か
し
い
。
す
っ
ぱ
り
、
七
十
五
歳
以
上
な
ら
延

命
治
療
は
し
な
い
と
す
る
の
は
ど
う
か
。 

し
か
し
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
っ
た
く
の

健
康
体
と
見
え
た
七
十
五
歳
以
上
の
人
が
、
た
ま
た

ま
受
け
た
検
診
で
ス
テ
ー
ジ
の
進
ん
だ
が
ん
が
発
見

織
田
信
長
が
桶
狭
間
の
戦
い
の
前
に
舞
っ
た

と
い
う
幸こ

う

若わ
か

舞ま
い

の
『
敦
盛
』
で
は
「
人

間
五
十
年
」
と
謡
う
。「
人
間
」
は
「
じ
ん
か
ん
」

で
世
の
中
の
意
。
人
の
世
に
五
十
年
生
き
て
も
「
化

天
、
す
な
わ
ち
天
上
界
で
は
わ
ず
か
一
日
、「
夢
、

幻
の
如
く
」
に
す
ぎ
な
い
。 

生
物
学
者
で
『
な
ぜ
ヒ
ト
だ
け
が
老
い
る
の
か
』

を
書
い
た
小
林
武
彦
先
生
に
よ
る
と
、
哺
乳
類
の
心

臓
は
心
拍
数
が
だ
い
た
い
二
十
億
回
に
達
す
る
と
終

る
と
い
う
。
一
秒
間
に
十
回
く
ら
い
拍
動
し
て
二
年

し
か
生
き
な
い
ネ
ズ
ミ
、
二
秒
に
一
回
く
ら
い
の
拍

動
で
六
十
年
生
き
る
ゾ
ウ
、
ど
ち
ら
も
二
十
億
回
で

停
止
す
る
。
時
期
は
、
そ
の
個
体
が
生
殖
行
為
を
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
と
重
な
る
。 

人
間
の
場
合
は
だ
い
た
い
五
十
五
年
で
二
十
億
回

に
達
す
る
。
そ
の
あ
た
り
で
コ
ロ
リ
と
死
ぬ
の
が
生

き
物
と
し
て
自
然
な
の
だ
が
、
大
多
数
が
そ
れ
以
上

生
き
る
。
そ
こ
に
動
物
に
は
な
い
「
老
後
」
と
い
う

面
倒
が
生
じ
る
。 

長
生
き
は
近
代
医
学
・
医
療
の
発
達
の
せ
い
だ
け

で
は
な
い
。
は
る
か
以
前
か
ら
人
間
は
、
も
は
や
子

孫
を
つ
く
れ
な
い
五
十
五
歳
を
超
え
て
も
六
十
年
と

か
六
十
五
年
生
き
た
の
は
、
孫
の
面
倒
を
見
て
く
れ

る
祖
父
母
の
い
る
集
団
が
、
進
化
の
過
程
で
有
利
と

し
て
「
選
択
」
さ
れ
た
結
果
だ
そ
う
だ
。 

長
い
老
後
は
疲
れ
る
。
と
き
ど
き
何
の
た
め
に
生

き
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
る
。
体
は
日
々
に

弱
る
。
そ
れ
を
無
理
や
り
生
か
さ
れ
て
い
る
の
は
愉

快
で
は
な
い
か
ら
、
人
間
六
十
五
歳
に
な
っ
た
ら

人じ
ん
か
ん間

五
十
五
年

イラストレーション………南伸坊

後
に
必
要
な
お
金
は
2
0
0
0
万
円
で
は
足
り
な
い
。
国

民
年
金
し
か
な
く
、
い
つ
収
入
が
途
絶
え
る
か
も
し
れ
な

老いイラ
ス
ト
稼
業
の
ぼ
く
は
せ
っ
せ
と
蓄
財
に
励
ん
で
い
る
。

「
何
も
怖
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
主
は
い
つ
も
あ
な
た
と
共

に
お
ら
れ
ま
す
」
と
聖
人
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

映
画
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
を
興
し
た
修
道
士
た
ち
の
初
期
の
活

動
を
描
い
て
い
る
。
冒
頭
、
彼
ら
は
嵐
の
中
を
ず
ぶ
濡
れ
に
に
な

っ
て
歩
い
て
く
る
。
行
く
あ
て
は
な
さ
そ
う
だ
。

言
う
の
は
た
や
す
い
が
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
聖
書
に
書
か
れ

た
キ
リ
ス
ト
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
実
践
し
て
い
る
。
い
や
そ
れ
以

上
か
も
し
れ
な
い
。
ぼ
ろ
の
法
衣
の
腰
に
は
荒
縄
を
巻
き
足
は
裸

足
だ
。
お
金
は
も
た
ず
食
事
は
托
鉢
と
肉
体
労
働
の
対
価
で
得
る
。

手
作
り
の
粗
末
な
粗
末
な
教
会
を
建
て
、
そ
の
ま
わ
り
で
野
宿
を

し
て
い
る
。
喜
捨
さ
れ
た
食
料
も
貧
し
い
人
に
分
け
与
え
る
。
群

が
っ
て
く
る
の
は
貧
し
い
人
に
限
ら
な
い
。
彼
ら
の
行
動
は
奇
行

だ
っ
た
。
棍
棒
で
打
た
れ
追
い
払
わ
れ
も
し
た
。
し
か
し
苦
悩
を

上
回
る
喜
び
の
中
に
生
き
る
彼
ら
は
、
あ
る
意
味
無
敵
の
人
だ
。

晴
れ
た
日
の
野
山
が
美
し
い
。
鳥
に
も
神
の
教
え
を
説
い
た
と

言
わ
れ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
は
、
無
邪
気
に
真

面
目
で
滑
稽
な
、
ま
さ
し
く
幼
な
子
だ
っ
た
。

演
者
は
俳
優
で
は
な
く
、
実
際
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
修
道

士
た
ち
が
演
じ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
原
点
を
な
ぞ
れ
る
喜
び
が
、

画
面
か
ら
溢
れ
る
多
幸
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44回
講談社出版文化賞、第53回高橋五山賞。著書に『画家の肖像』『となり
の一休さん』などがある。テレビアニメに「オトナの一休さん」。最新
刊は南伸坊さんとの対談本『いい絵だな』。
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『
徳
田
秋
聲
全
集
』（
八
木
書
店
）
の
第
二
十
七
巻
に
収

録
さ
れ
た
句
を
見
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

『
徳
田
秋
聲
俳
句
集
』（
大
木
志
門
編　

龜
鳴
屋
）
が
刊

行
さ
れ
た
。
全
集
収
録
の
百
九
十
七
句
に
、
新
た
に

百
句
強
が
加
わ
り
、
秋
声
の
俳
句
作
品
は
約
三
百
句

を
数
え
る
に
至
っ
た
（
概
数
で
述
べ
る
の
は
、
異
文
を
ど

う
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
た
め
）。

俳
句
集
は
刊
行
と
同
時
に
取
り
寄
せ
て
あ
っ
た
も

の
の
、
ど
の
句
が
全
集
未
収
録
な
の
か
の
確
認
作
業

に
取
り
掛
か
れ
な
い
ま
ま
、
一
年
近
く
が
経
っ
て
し

ま
っ
た
。
よ
う
や
く
両
者
の
句
を
五
十
音
順
に
並
べ

変
え
、
出
入
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
う
ち
、
秋
声
の
句

へ
の
以
前
の
評
価
が
厳
し
過
ぎ
た
よ
う
な
気
も
し
て

き
た
。
全
集
で
は
小
さ
な
活
字
で
び
っ
し
り
と
句
が

並
ぶ
の
に
対
し
、
俳
句
集
の
方
は
一
頁
二
句
組
。
印

象
は
当
然
変
わ
る
。
造
本
も
美
し
く
、
編
者
に
よ
る

解
説
に
も
裨
益
さ
れ
る
部
分
は
多
い
。
一
方
で
、
前

回
紹
介
し
た
《
十
千
万
堂
病
室
俯
瞰
之
図
》
に
あ
る

〈
端
坐
し
て
秋
の
雨
聴
く
夜
伽
哉
〉
の
中
七
が
な
ぜ

か
「
雨
の
音
聴
く
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
校
閲
の
甘

さ
も
目
に
つ
い
た
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
ル
ビ
で
、

た
と
え
ば
〈
樹
少
し
赤し

ゃ
つ華か

表
立
つ
野
の
暑
き
〉
に
は

仰
天
し
た
。「
華
表
」
は
鳥
居
の
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
こ
の
句
は
、
キ
ス
ク
ナ
シ
・
ア
カ
ト
リ
イ
タ

秋
声
の
俳
句
は
す
で
に
本
連
載
の
第
五

回
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
当
時
は
、

徳
田

ツ
・
ノ
ノ
ア
ツ
キ
と
読
む
以
外
に
な
い
の
だ
が
…
…
。

と
も
あ
れ
、
全
集
未
収
録
の
作
か
ら
、
好
句
を
幾

つ
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、「
明
月
や
」
だ
が
、

こ
れ
は
誰
が
見
て
も
上
手
い
句
で
あ
ろ
う
。
梅
室
の

〈
名
月
や
草
木
に
劣
る
人
の
か
げ
〉
に
学
ん
で
い
る

こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
手
柄
は
割
り
引
く
必
要
が

あ
る
け
れ
ど
、
梅
室
句
の
中
七
の
や
や
わ
ざ
と
ら
し

い
思
い
入
れ
（
い
わ
ゆ
る
月
並
調
の
典
型
。
と
は
い
え
や
は

り
名
句
で
す
よ
）
を
脱
化
し
た
こ
の
「
松
を
離
る
ゝ
」

は
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
詩
情
を
感
じ
さ
せ
る
。
視
点
人

物
の
月
へ
の
思
い
が
、
そ
の
思
い
を
共
に
し
て
い
る

に
違
い
な
い
「
人
の
影
」
へ
の
懐
か
し
さ
を
静
か
に

掻
き
立
て
る
の
で
あ
る
。

谷
底
に
米
舂
く
音
や
閑
古
鳥

野
茨
咲
く
裏
家
続
き
や
芥
川

石
垣
に
蛇
ひ
た
と
つ
く
残
暑
か
な

秋
の
蝶
手
向
の
花
に
狂
ひ
け
り

星
の
夜
や
千
石
町
に
蚯
蚓
な
く

秋
蝶
の
句
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
発
表
の

最
初
期
作
、
野
茨
の
句
は
尾
崎
紅
葉
が
没
し
た
翌
々

年
、
明
治
三
十
八
年
の
「
軍
国
画
報
」
に
出
た
も
の
。

他
は
句
会
記
録
か
ら
の
採
録
と
の
こ
と
で
、
紅
葉
生

前
の
運
座
で
の
作
と
判
断
し
て
よ
い
か
。
編
者
の
大

木
志
門
は
、〈
秋
聲
の
明
治
期
の
句
の
多
く
は
、
ま

さ
に
風
景
が
そ
の
ま
ま
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
写
生
句
〉
で
あ
る
と
し
て
い
て
、
大
筋
で
異
論
は

な
い
が
、
中
で
右
の
五
句
な
ど
は
、
内
容
的
な
構
成

意
識
が
は
っ
き
り
出
た
作
だ
。
五
句
目
の
千
石
町
は

東
日
本
各
所
に
あ
る
地
名
で
、
作
者
は
字
面
の
興
味

か
ら
斡
旋
し
た
も
の
か
。
地
域
の
中
心
で
あ
る
よ
う

な
町
場
っ
ぽ
い
語
感
が
、
一
句
の
結
節
点
と
し
て
よ

く
働
い
て
、
淋
し
い
華
や
ぎ
の
あ
る
句
に
な
っ
た
。

な
お
、
一
句
目
の
「
米
舂
く
音
や
」
は
俳
句
集
で
は

「
米
春
く
音
や
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

た
翻
字
の
誤
り
と
考
え
て
改
め
た
。

明
月
や

松
を

離
る
ゝ
人
の

影
　
徳
田
秋
声

イラストレーション………伊野孝行たかやま・れおな　1968年、茨城県生まれ。俳人。「豈」「翻車魚」
同人、朝日俳壇選者。第五句集の刊行が視野に入ってきた。仕事で
京都に行ったついでに版元の社長と一献。お店の三歳児（重い！）
と小一時間も遊んでやっていたら腕が筋肉痛に。

恥
多
き
人
生
で
し
た
」

つ
か
こ
う
へ
い
の
遺
言
の
一
節

﹁
思
え
ば

が
報
じ
ら
れ
た
時
、
僕
は
心
底
驚
い
た
。
同
時
に
つ

か
の
並
外
れ
た
強
靭
な
神
経
に
感
嘆
し
た
。
己
を
客

体
視
し
、
抜
け
抜
け
と
う
そ
ぶ
い
て
見
せ
る
図
太
さ

は
、
正
に
つ
か
こ
う
へ
い
だ
。
い
や
、
つ
か
は
そ
う

や
っ
て
「
つ
か
こ
う
へ
い
」
を
演
じ
続
け
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

『
熱
海
殺
人
事
件
』
で
つ
か
は
、「
人
間
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
演
技
性
を
持
っ
て
い
る
」
事
を
示
し

た
と
井
上
ひ
さ
し
は
言
う
。
つ
か
と
井
上
の
対
談
本

『
国
ゆ
た
か
に
し
て
義
を
忘
れ
』（
河
出
文
庫
）
は
中
々

面
白
い
。
巻
末
の
別
役
実
の
解
説
も
読
ま
せ
る
。

つ
か
は
歌
舞
伎
の
書
替
え
狂
言
の
よ
う
に
『
熱
海

〜
』
を
中
心
に
、
役
者
を
変
え
自
作
を
何
度
も
口
立

て
で
書
替
え
、
再
演
を
繰
り
返
し
た
。

「
自
分
の
作
品
に
徹
底
的
に
向
き
合
っ
た
。
つ
か
く

ん
は
徹
底
し
て
ナ
ル
シ
ス
ト
で
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。」
と
別
役
は
分
析
す
る
。
つ
か
の
遺
言
も
宜

な
る
か
な
と
腑
に
落
ち
る
。

対
談
で
も
つ
か
節
は
炸
裂
し
て
い
る
。
田
中
康
夫

を
「
本
を
売
ろ
う
と
思
っ
て
裸
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
、

あ
の
人
は
。」
と
絶
賛
、
芝
居
も
本
も
売
れ
な
き
ゃ

ダ
メ
と
言
い
、「
本
も
ね
、（
売
れ
残
っ
て
）
本
屋
に

あ
る
の
、
あ
れ
紙
ク
ズ
で
す
も
ん
ね
。」
と
喝
破
す

る
。
井
上
も
笑
う
し
か
な
い
。

つ
か
芝
居
は
悪
意
と
差
別
と
不
道
徳
に
満
ち
溢
れ

て
い
る
。
別
役
は
、
つ
か
は
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
拾
い

上
げ
て
上
手
く
芝
居
を
作
っ
た
、
五
十
年
代
の
宮
本

研
や
福
田
善
之
、
矢
代
静
一
ら
の
純
文
学
に
近
い
演

劇
か
ら
、
六
十
年
代
に
唐
十
郎
や
佐
藤
信
、
寺
山
修

司
ら
が
音
楽
や
踊
り
、
ギ
ャ
グ
等
を
使
っ
て
自
由
に

芝
居
を
作
っ
た
、
芝
居
で
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
七
十
年
代
の
特
権
で
、「
そ
の
特
権
を
一
番
磊
落

に
使
っ
た
の
が
つ
か
く
ん
」
と
指
摘
す
る
。
別
役
は

『
熱
海
〜
』
を
初
め
て
観
て
、「
や
ら
れ
た
」
と
思
っ

た
と
言
う
。「
そ
れ
は
恐
ら
く
運
動
神
経
み
た
い
な

も
の
で
、
文
学
じ
ゃ
な
い
」「
軽
く
切
れ
味
鋭
い
」

と
感
心
し
た
。

井
上
と
の
対
談
の
中
に
、
つ
か
自
身
や
芝
居
の
秘

密
が
垣
間
見
え
る
。
韓
国
か
ら
来
た
母
は
（
日
本

の
）
字
が
読
め
な
く
て
、
つ
か
が
小
学
二
年
の
時
、

字
を
習
い
に
小
学
校
へ
行
く
と
言
い
出
し
て
恥
ず
か

し
か
っ
た
と
述
懐
す
る
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
ひ
ら
が
な

に
し
た
の
は
、
母
へ
の
配
慮
か
ら
か
。
僕
の
「
つ
ら

い
原
点
」
と
つ
か
は
言
う
。

映
画
好
き
同
士
、
井
上
と
話
が
弾
む
。『
卒
業
』

（
67
）
を
観
て
主
人
公
カ
ッ
プ
ル
で
な
く
、
花
嫁
を

掠
奪
さ
れ
て
教
会
に
取
り
残
さ
れ
た
花
婿
が
心
配
と

言
う
の
は
、
つ
か
ら
し
い
。『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』（
65
）
や
『
ベ
ン
ハ
ー
』（
59
）
の

よ
う
な
〈
大
物
語
〉
が
好
き
だ
と
言
う
。

吉
永
小
百
合
と
浜
田
光
夫
の
映
画
を
よ
く
観
に
行

っ
た
。
パ
タ
ー
ン
は
い
つ
も
同
じ
で
、
小
百
合
が
い

い
と
こ
ろ
の
お
嬢
さ
ん
、
浜
田
が
工
員
に
決
ま
っ
て

る
。

「
二
人
が
浜
辺
に
行
く
ん
で
す
。
そ
こ
で
ハ
ッ
と
目

と
目
と
見
つ
め
あ
っ
て
、「
走
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
、

走
る
ん
で
す
。
…
…
浜
辺
と
浜
辺
の
両
方
か
ら
、
二

人
が
ワ
ァ
ッ
と
走
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
波
が
来
た
と

き
、
抱
き
合
う
ん
で
す
。
…
…
恥
ず
か
し
か
っ
た
け

ど
、
感
動
的
で
し
た
。」

口
立
て
の
つ
か
を
彷
彿
と
さ
せ
る
し
ゃ
べ
り
で
し

ょ
う
？　

そ
れ
に
こ
れ
っ
て
、『
熱
海
殺
人
事
件
』

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

『
熱
海
〜
』
で
恋
人
の
ア
イ
ち
ゃ
ん
を
熱
海
の
海
岸

で
締
め
殺
す
工
員
、
大
山
金
太
郎
は
、
日
活
映
画
の

浜
田
光
夫
が
モ
デ
ル
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
も
し
か
し

て
大
山
は
小
百
合
の
よ
う
な
お
嬢
さ
ん
と
付
き
合
い

始
め
て
、
ア
イ
ち
ゃ
ん
が
邪
魔
に
な
っ
て
殺
し
た 

…
…
セ
オ
ド
ア
・
ド
ラ
イ
サ
ー
『
ア
メ
リ
カ
の
悲

劇
』
か
。
で
も
熱
海
だ
か
ら
違
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
帝国』『TATTOO〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる
帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」シリーズ、「返還交渉人」など。

つ
か
こ
う
へ
い
春
秋〈
中
〉

西
岡
琢
也

31

高
山
れ
お
な

二
十

は
れ
の
ち
句
も
り
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本をつくる教室を始めます。すでにnoteで募集
中。コロナ前の2019年に始めるつもりが、感染
蔓延で中止。その後「明朝体の教室」のネット
配信に集中しました。「明朝体」は当初からの目
標の単行本化が実現（現在3刷）。次は、ブック
デザインを考えます。カバーの意匠だけが本の
デザインではない。この時代でも紙の本は、私
たちの日常にまだあります。単純なパッケージ
ではなく、複雑な構造でグーテンベルクの聖書
以来つづいている。お申し込みはこちらです。 

▲

note「本をつくる教室」　 https://note.com/

ムーミンがどのように

ン／フィルムアート社・2021年）を読んでいる。600
ページあるこの評伝の、半分を読み終えたとこ
ろ。第二次世界大戦中、恐怖と憂鬱で絵が描けな
くなってしまったヤンソン。トロールたちの世界
は逃避だった。また、単なる逃避ではなく〈戦争
というつらい現実に対抗する手段は、表現するこ
とであり、ムーミンの物語を描くことは戦争に対
する抗議行動だったのだ〉と書いてある。（赤波江）

honwotsukuru2024/n/n3da5e475d67a
（日下）

今
月
の
あ
と
が
き

U rsula Munch-Petersen（ウルスラ・ム
ンク＝ピータセン／デンマーク）が

デザインした食器です。1993年にロイヤ
ル・コペンハーゲンから「Ursula」シリー
ズとして発売されました。右のピッチャー
は大きさ違いで3種類あり、これは中の大
きさです。一番小さいものには持ち手があ
りません。中央は、そのピッチャー用に作
られた別売りの蓋です。少し深さがあり、
これ自体を器として使うこともできます。
左のボウルは外側に約5mmおきの段差が
付いていて、波紋をイメージします。一度
廃盤になりましたが、2014年からはデン
マークの別の陶磁器会社Kähler（ケーラ）が生産と販売を引き継いでいます
（ピッチャーの蓋は除く）。
私が初めてUrsulaの名前を聞いたのは、デンマークの先生マチルダからで
した。彼女の家をお茶の時間にたずねた際、テーブルにあった青いミルクピ
ッチャーに目が釘付けになりました。力強く、見たことのない形。持ち手の
ないタイプで、使ってみると口が大きく開いているのでミルクを注ぎやすい。
キッチンの棚の上に大きさと色ちがいでいくつもピッチャーが並んでいたの
で、早速彼女に尋ねました。そこで教えてくれたのが、SAS（スカンジナビ
ア航空）のファーストクラスにも起用された実績のある1937年生まれの陶
芸家Ursulaのデザイン。そして、Ursulaはラテン語の「小さな雌熊」が語源
なので、初期のタイプには熊のマークが入っていること。それ以降、買い付
け旅で見つけてはお店で大切に扱っています。
最近入手した1996年の展覧会図録にUrsula Munch-Petersenの言葉があり
ました。「私は自分のデザインを単純化したごく普通のものとして、またシ
ンプルでありながら今ある暮らしの象徴として位置付けたいのです」

ピッチャー＝注ぎ口の最長12.5cm
高さ13cm
蓋＝最長15.5cm　深さ3cm
ボウル＝直径15.5cm　深さ5cm

誕生したのかを知りたくて「芸術新
潮」トーヴェ・ヤンソン特集（2009
年5月号）と、『トーベ・ヤンソン 人
生、芸術、言葉』（ボエル・ヴェスティ

E.Mori

タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）

魚住寧子
28

うおずみ・やすこ
1977年、兵庫県姫路市生まれ。Umwelt  
Textiles & Objects店主。学生時代にテ
キスタイルを学ぶため、デンマークへ留
学。帰国後、古美術店に勤めたのち
2012年、京都・夷川通にUmweltを開く。

ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通御幸町
西入達磨町588-1



文
と
絵

赤
波
江
春
奈

両
手
に
ぜ
ん
ぶ
抱
え
て

間
に
追
わ
れ
て
、
そ
ん
な
余
裕
な
ん
て
な
い
日
の
方

が
多
か
っ
た
。

息
子
が
名
前
を
覚
え
た
の
は
、
百
日
紅
だ
け
。
百

日
紅
を
見
る
た
び
に
、
一
緒
に
木
か
ら
落
ち
る
サ
ル

の
真
似
を
し
た
。
ツ
ル
ツ
ル
の
幹
を
な
で
た
。

だ
け
ど
、
息
子
は
そ
ん
な
こ
と
き
っ
と
忘
れ
て
し

ま
う
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
た
の
し
い
出
来
事
に
ど
ん

ど
ん
埋
も
れ
て
、
頭
の
片
隅
に
お
い
や
ら
れ
る
。
辛

夷
や
百
日
紅
の
名
前
の
由
来
な
ん
て
、
ど
う
で
も
よ

く
な
る
。

私
も
ほ
と
ん
ど
忘
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
反
抗

期
だ
っ
て
あ
る
。
子
育
て
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
お
ば

あ
さ
ん
に
な
っ
て
、
そ
の
う
ち
思
い
出
す
力
が
衰
え

る
。
息
子
の
顔
も
名
前
も
忘
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

あ
ぁ
、
ぜ
ん
ぶ
忘
れ
な
い
で
、
思
い
出
を
両
手
い

っ
ぱ
い
に
抱
え
て
、
未
来
に
持
っ
て
い
き
た
い
。
消

え
な
い
よ
う
に
、
宝
箱
に
し
ま
っ
て
お
き
た
い
。

卒
園
ま
で
あ
と
2
日
と
い
う
日
、
息
子
が
公
園
を

歩
く
人
た
ち
を
眺
め
な
が
ら
言
っ
た
。

「
人
間
っ
て
さ
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
違
う

の
に
、
な
ん
で
一
緒
に
並
ん
で
歩
け
る
の
？
」

「
並
ん
で
歩
き
た
い
な
ぁ
っ
て
思
う
と
、
体
が
自
然

に
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
す
る
ん
だ
よ
」

息
子
の
顔
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
。「
な
ん
だ
、

簡
単
だ
ね
」
と
言
っ
て
笑
う
。

一
緒
に
歩
く
の
、
毎
日
た
の
し
か
っ
た
ね
。

辛こ
ぶ
し夷
が
咲
い
て
る
」「
こ
ぶ
し
っ
て
グ

ー
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
？
」「
蕾
が
グ

「
あ
、

ー
の
形
に
似
て
る
か
ら
、
こ
ぶ
し
っ
て
い
う
ん
だ

よ
。
辛
夷
が
咲
く
と
、
も
う
す
ぐ
春
が
く
る
よ
」

こ
の
春
、
息
子
が
5
年
間
通
っ
た
保
育
園
を
卒
園

し
て
、
小
学
生
に
な
っ
た
。
辛
夷
の
話
を
し
た
の

は
、
卒
園
ま
で
残
り
2
週
間
の
頃
。

家
か
ら
保
育
園
ま
で
は
、
片
道
徒
歩
15
分
。
5
年

間
毎
日
、
歩
い
て
送
り
迎
え
を
し
た
。
ほ
か
の
母
親

達
は
み
な
、
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
に
子
ど
も
を

乗
せ
て
シ
ャ
ー
っ
と
登
園
し
て
、
シ
ャ
ー
っ
と
仕
事

へ
向
か
う
。
私
た
ち
の
横
を
、
風
を
切
っ
て
走
り
抜

け
て
い
く
。
私
は
、
子
ど
も
を
後
ろ
に
乗
せ
て
自
転

車
を
こ
げ
る
自
信
が
な
か
っ
た
。

「
な
ん
で
う
ち
は
自
転
車
じ
ゃ
な
い
の
、
僕
も
自
転

車
の
後
ろ
に
乗
り
た
い
」
と
何
度
も
言
わ
れ
た
。
そ

の
た
び
に
「
お
母
さ
ん
、
自
転
車
乗
る
の
下
手
だ
か

ら
、
転
ぶ
と
思
う
ん
だ
よ
。
血
が
出
る
し
、
骨
も
折

れ
る
よ
！
」
と
説
明
。「
じ
ゃ
あ
、
練
習
し
な
よ
！
」

と
プ
リ
プ
リ
反
論
さ
れ
る
。

家
と
保
育
園
の
ち
ょ
う
ど
中
間
あ
た
り
に
、
公
園

が
あ
る
。
公
園
を
通
り
抜
け
る
と
、
少
し
だ
け
近
道

に
な
る
。

蝋
梅
、
辛
夷
、
木
蓮
、
桜
、
躑
躅
、
紫
陽
花
、
芙

蓉
、
百
日
紅
、
紅
葉
、
銀
杏
。

歩
き
な
が
ら
季
節
の
花
を
眺
め
た
り
し
た
が
、
時
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あかばえ・はるな　1985年、長崎県生まれ。愛知県立芸術大学卒業。
2010年にビーグラフィックス入社。2017年9月出産。小学校まで
は片道10分。まだ一人でいけないので、途中まで送り迎えしている。



つつぐち・なおひろ
1971年練馬区生まれ。『芸術新潮』
カメラマン。最近高校の同級生に
YouTube用動画撮影を頼まれて、
断れない。卒アルの罪滅ぼし。

左　2023年5月21日、岡山県瀬戸内
市長島愛生園内喫茶さざなみハ
ウスにて、ピアノの前に座った日
下さん。

下　『アンリ・カルティエ=ブレッソン
写真集 ポートレイト 内なる静寂』
（岩波書店／ 2006年）

　　もちろん被写体と正対した写真も
多いのですが、相手が身構える
前の不意打ちのようなショットも。
結果ボケたり、露出アンダーだっ
たりしています。技術的な完璧さ
より、その場の空気感をとらえて
いるかどうかを大切にして写真を
選んでいるみたいです。

校で数少ない写真部員だったから、卒業
アルバム委員を任せられてしまった。と高

ころが人を撮るのが苦手な私は行事撮影や日常
スナップから逃げ、もっぱら自転車通学の道す
がら路上の風物を撮っているだけだった。アル
バムの締切が迫り、切羽詰まった私はクラスの
皆に幼い頃の写真を持ってきて欲しいと頼み、
それをコラージュしてページを構成してしま
う。高校生のスクールライフのはずが、あどけ
ない子供たちの見開きは今考えても意味不明。
申し訳なくて同窓会などに出席できなくなって
しまった。

　大学生になると少し余裕も出てきて、友人や
彼女？などのスナップくらいは写せるようにな

ってきた。カメラを向けることによって、相手
と、自分、その関係を、確認しているような感
じだった。

「芸術新潮」に入ってみると、意外なことに人
を撮る機会は少ない。美術品や仏像や骨董の写
真を掲載するだけで十分魅力的な誌面だったか
らかもしれない。それでも、映画監督のインタ
ビューや、展覧会場でのアーティストの撮影な
どで、私の撮ったポートレイト写真も少しずつ
掲載されるようになった。

　海外取材に出かけると、地元の人の自然な表
情をおさえなければというカメラマンとしての
義務感、強迫観念があって、苦心していた。 カメラと歩く 4

筒口直弘
ひとを撮る気持ち

　北京の路地裏で、無理して子供たちの「自然
な笑顔」を撮ろうとしていたら、長いこと一緒
に仕事をしていた編集者に見抜かれ「筒口君は
人を面と向かって撮るようなことは向いていな
いんじゃない？　後ろ姿をさりげなく撮る方が
似合ってる」といったことを言われた。確か
に、お互い見つめ合うような撮影はあまり得意
ではない。シャッターを切れば切るほど初めの
素直さが消えていくような気がして。思い切っ
て向けたカメラの最初の数ショット。それで撮
影を終われたらよいのに。お互いのぎこちなさ
もそのままに写した写真で良いような気もする。

　プレッシャーを感じる人物撮影の前の晩に
は、私の好きなブレッソンのポートレイト写真
集をめくる。彼の写真は、人の目の前にカメラ
を突き出すことへのためらいやおそれを、隠し
ているように見える。正対して関係が固くなる
ことを避けつつ、咄嗟の
スナップ、意図しない瞬
間をねらっているように
見える。通りすぎたカメ
ラにたまたま写ったよう
な、そんな写真もあるん
だよなと自分を慰めなが
ら、私は撮影に向かう。
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